
　保険ステーション「地域社会貢献活動」

後志管内「倶知安農業高校」へ2014年度より、「ライフイベントとお金の話」と題して保険ステーションの社会貢献活動の一環
として公開授業を開催！

高校生に保険の授業を保険代理店として単独で行う、業界でも初めての試みでした！

生徒に「自分の人生をデザインしよう！」という公開授業の前に事前課題を取組んで貰い、18歳・20・25～30歳～退職～余命までを実際にシュ
ミレーションし、「仕事・居住場所、今後の人生において考えられる不安＝リスク」を記入してもらう。授業の中でも、一人暮らしをした場合
の収支シュミレーションの実習も取り入れる。

また、保険って世の中にとってどんな役割を担っているのか？、正規雇用と非正規雇用の違い、任意保険と公的保険の違い、「自動車保険」っ
てどんな保険なの？等、あくまでも高校生目線でわかりやすく、理解してくれるような授業を展開！保険を取り扱う募集人としての目線と10代
未就労の方々の目線とのギャップを知る良い機会となった。

保険ステーションとして「伝えるちから」のブラッシュアップ！どのように話しをしたら、高校生に保険の事を理解してもらえるのか？　今後
も定期開催し、講習内容の研鑽をしていきたいです。
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